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令和8年 8 月　 AUGUST.2026

市の鳥「ハクセキレイ」

二次元コード
から市議会
ホームページ
にアクセス
できます！

令和 8年第2回定例会報告号

●発行/八潮市議会　編集/議会報編集委員会　〒340-8588 埼玉県八潮市中央一丁目2番地1　☎048-996-2111（内線277）
「やしお市議会だより」は、環境にやさしい再生紙と植物油インクを使用し、ユニバーサルデザインフォントを本文に採用しています。　

令和８年度八潮市一般会計補正予算
　　　 　（第２号）など全２７議案を可決
令和８年度八潮市一般会計補正予算
　　　 　（第２号）など全２７議案を可決

　
令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
（
６
月
１
日
〜
18
日
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、「
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）」
な
ど
専
決
処
分
関
係
３

議
案
を
承
認
し
た
ほ
か
、「
令
和
８
年
度
八
潮
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）」
な
ど
21
議
案
、
あ

わ
せ
て
24
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
会
提
出
議
案
と
し
て
「
八
潮
市
議

会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
」な
ど
３
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

市民のうごき
令和８年（２０26年）7月１日現在

前月比
人口

男

女

世帯

……………………93,599人 （+59）

……………………48,492人 （+14）

……………………45,107人 （+45）

…………………47,962世帯（＋73）

市役所、八潮駅、お近くの公共
施設などでも手に取ることが
できます。

「やしお市議会だより」は、
新聞折り込みで
お届けしています。

八潮市内指定文化財シリーズ⑶
二丁目の獅子舞
八潮市内指定文化財シリーズ⑶
二丁目の獅子舞

　二丁目の獅子舞の始まりは明暦元年（1655）頃であるとされ、古式に
のっとった祭礼が継承されています。かがむ所作が多いためか「田の草取
り獅子」とも呼ばれます。
〈日程〉7月　第3日曜日（二丁目氷川神社）
〈交通〉東武バス「ふるさとの森」バス停徒歩１分

八潮市内指定文化財シリーズ⑵
大瀬の獅子舞
八潮市内指定文化財シリーズ⑵
大瀬の獅子舞

大瀬の獅子舞はおよそ350年前から大瀬の浅間・氷川神社の祭礼に奉納
されたと伝えられ、3匹の親子獅子が富士山に登る途中の出来事を物語
風に舞います。
〈日程〉祭礼　　　7月第1土曜日及びその翌日（大瀬浅間・氷川神社）
　　　祈祷獅子　7月第４日曜日（大瀬地区内）
〈交通〉東武・京成バス「潮止橋南」バス停すぐ 

八潮市指定民俗文化財（無形民俗文化財）埼玉県指定民俗文化財（無形民俗文化財）
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令和8年（２０26年）8月

●市長提出議案処理結果一覧表

●委員会・議員提出議案処理結果一覧表

●請願処理結果一覧表

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

福環

総文

〃

総文・建水・福環

総文

〃

福環

〃

付託省略

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原案承認

〃

〃

原案可決

〃

〃

〃

〃

原案同意

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

専決処分の承認を求めることについて（八潮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（八潮市税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（八潮市都市計画税条例の一部を改正する条例）

令和８年度八潮市一般会計補正予算（第２号）

八潮市税条例の一部を改正する条例について

八潮市都市計画税条例の一部を改正する条例について

八潮市印鑑条例の一部を改正する条例について

工事請負契約の締結について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市農業委員会委員の任命について

八潮市固定資産評価員の選任について

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※民政…民政クラブ、公明…公明党、共産…日本共産党、みらい…みらい会議８４０、ミモザ…ミモザの会、やしお…やしおファイトの会、りっけん…りっけん八潮の会
※○は賛成、×は反対。

※総文…総務文教、建水…建設水道、福環…福祉環境の略
令和８年第２回定例会

議案の処理結果

公明民政 共産みらいミモザやしお りっけん

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

付託省略

〃

〃

原案可決

〃

〃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

八潮市議会委員会条例の一部を改正する条例について

原油高騰及びナフサ関連製品の供給不足に関する緊急対応についての意見書

住まいの安定と居住支援の抜本的強化を求める意見書

議第4号議案

議第5号議案

議第6号議案

○

○

○

公明民政 共産みらいミモザやしお りっけん

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

福環 不採択 × ○ ○ ○ ○ ○請願第1号 ×

公明民政 共産みらいミモザやしお りっけん

「夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現を求める」意見書を
国に提出することを求めることに関する請願書



陥
没
事
故
後
の
給
水
対
策
に
つ
い
て

西
部
拠
点
の
形
成
に
つ
い
て

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
施
策
の

充
実
に
つ
い
て

一般質問から

７
番

中
江　
友
哉

16
番

朝
田　
和
宏

当
事
者
の
声
は
ど
こ
へ
・
北
部
地
区
の

小
中
学
校
統
合
問
題
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

登
録
状
況
に
つ
い
て

15
番

金
子　
壮
一

1
番

大
島　
愛
音

９
番

平
山　
貴
博

　
近
年
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
、

頻
発
化
す
る
中
で
、
高
齢
の
方

や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
自
力
で

の
避
難
が
困
難
な
方
へ
の
支
援
体
制

の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
の
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
対

象
者
数
に
対
す
る
外
部
提
供
同
意
者

数
の
割
合
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
伺
い

ま
す
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

対
象
者
数
に
対
す
る
外
部
提
供

同
意
者
数
の
割
合
に
つ
い
て
で
す
が
、

外
部
提
供
同
意
者
数
は
、
個
別
避
難

計
画
の
登
録
者
数
と
同
数
と
な
り
、

毎
年
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
更

新
を
行
う
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
10

月
１
日
時
点
の
状
況
で
お
答
え
し
ま

す
と
、
対
象
者
数
３
３
３
４
名
に
対

し
、
個
別
避
難
計
画
登
録
者
数
は
３

７
７
名
で
、
割
合
が
11
・
３
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q

　

近
年
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
娯
楽

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者

の
健
康
増
進
、
児
童
の
居
場
所
づ
く

り
、
多
世
代
交
流
、
さ
ら
に
は
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
な
ど
、
多
様
な
行
政

課
題
へ
の
活
用
が
全
国
各
地
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
に
つ
い

て
伺
う
。

　

①
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
高
齢
者
交
流
事

業
や
介
護
予
防
事
業
へ
活
用
す
る
可

能
性
に
つ
い
て

　

②
近
隣
自
治
体
や
民
間
事
業
者
と

連
携
し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
つ
い
て

　

①
今
後
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活

用
し
た
高
齢
者
の
認
知
症
予
防

の
促
進
や
交
流
機
会
の
確
保
に
向
け
、

先
進
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
調

査
・
研
究
を
す
す
め
る
。

　

②
開
催
に
あ
た
っ
て
ハ
ー
ド
面
・

ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
様
々
な
課
題
が

あ
る
。
市
で
は
、
各
地
に
お
け
る
開

催
状
況
や
事
例
の
収
集
と
あ
わ
せ
、

そ
の
効
果
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
に
努
め
る
。

Q　

西
部
拠
点
は
、
首
都
高
速
道

路
や
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
近
接
す
る
立
地
特
性
を
活
か
し
、

市
の
新
た
な
地
域
核
と
し
て
都
市
の

魅
力
向
上
や
活
力
創
出
を
担
う
重
要

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
住
む
こ
と
、

住
み
続
け
る
こ
と
を
誇
り
に
思
え
る

ま
ち
の
実
現
と
、
将
来
に
わ
た
り
選

ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
西
部
拠
点
の
形
成
に
向
け
て
、
現

在
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

第
６
次
八
潮
市
総
合
計
画
や

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
い
て
、
首
都
高
速
道
路
の
八
潮
南

ラ
ン
プ
に
近
接
す
る
交
通
利
便
性
を

活
か
し
、
商
業
・
文
化
機
能
等
を
主

体
と
し
た
西
部
拠
点
の
形
成
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
西
部
拠
点
に
該
当
す
る
区
域
に

大
規
模
な
土
地
を
所
有
す
る
民
間
事

業
者
か
ら
当
該
地
の
開
発
事
業
に
つ

い
て
「
西
部
拠
点
の
形
成
に
資
す
る

市
や
地
域
に
貢
献
す
る
開
発
を
し
た

い
」
と
申
し
出
が
あ
り
、
拠
点
形
成

に
お
い
て
重
要
な
都
市
機
能
で
あ
る

商
業
業
務
施
設
の
導
入
、
第
６
次
総

合
計
画
に
掲
げ
る
主
要
課
題
へ
の
対

応
、
地
域
貢
献
に
資
す
る
機
能
に
つ

い
て
協
議
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

Q

　

三
菱
商
事
都
市
開
発
（
株
）

の
北
部
拠
点
ま
ち
づ
く
り
推
進

地
区
整
備
計
画
（
案
）
で
八
條
北
小

学
校
が
物
流
施
設
と
な
っ
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
図
は
、
小
規
模
特
認
校
制
度

を
利
用
し
、
６
年
間
通
い
き
る
覚
悟

を
問
わ
れ
た
当
事
者
の
子
ど
も
達
、

保
護
者
達
に
と
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
だ
と

思
い
ま
す
。
企
業
が
ど
う
提
案
し
て

き
て
も
、
行
政
が
ま
ず
一
番
に
考
え

る
べ
き
は
、
課
は
違
え
ど
渦
中
の
当

事
者
達
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

企

業
に
、
統
合
問
題
で
今
議
論
が
起
き

て
い
る
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
図
は
待
つ

よ
う
市
か
ら
伝
え
ら
れ
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
当
時
者
の
子
ど
も

達
、
保
護
者
達
に
、
統
合
の
決
定
や

八
條
北
小
学
校
跡
地
売
却
の
説
明
を

し
な
い
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

イ
メ
ー
ジ
図
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
慎
重
な
対
応
を
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
般
、
統
廃

合
の
計
画
を
含
む
学
校
適
正
配
置
指

針
・
計
画
改
定
版
が
、
総
合
教
育
会

議
、
教
育
委
員
会
会
議
で
決
定
し
た

の
で
、
初
め
て
跡
地
活
用
の
イ
メ
ー

ジ
図
が
出
て
き
た
と
い
う
理
解
で
す
。

Q　

道
路
陥
没
事
故
以
降
、
市
民

の
皆
様
か
ら
イ
ン
フ
ラ
に
対
す

る
不
安
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
そ
こ

で
災
害
時
や
断
水
時
に
お
け
る
本
市

の
応
急
給
水
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。　

本
市
で
は
、
地
震
や
大
規
模

事
故
等
に
よ
り
断
水
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、
地
域
防
災
計
画
及

び
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
応

急
給
水
活
動
を
実
施
す
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

　

応
急
給
水
に
つ
い
て
は
、
給
水
車

や
応
急
給
水
資
機
材
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
避
難
所
等

を
給
水
拠
点
と
し
て
開
設
し
、
市
民

へ
の
飲
料
水
の
確
保
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
益
社
団
法
人
日
本
水
道

協
会
等
を
通
じ
た
他
自
治
体
と
の
相

互
応
援
体
制
を
構
築
し
、
大
規
模
災

害
時
に
は
広
域
的
な
支
援
を
受
け
ら

れ
る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
災
害
対
応
力
を
高
め
る
取
組
と

し
て
、
関
係
機
関
と
の
連
携
訓
練
や

職
員
訓
練
を
実
施
し
、
応
急
給
水
及

び
復
旧
活
動
の
実
効
性
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

Q

※
議
員
名
の
右
の
番
号
は
、議

席
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

※
議
長
、副
議
長
及
び
監
査

委
員
の
職
に
就
い
て
い
る

議
員
は
、申
し
合
わ
せ
に

よ
り
、一
般
質
問
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

Ａ

Ａ

Ａ

　

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会

の
一
般
質
問
は
、６
月
15
日
・
16

日・17
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、

17
人
の
議
員
が
45
項
目
の
質

問
事
項
に
つ
い
て
、市
の
見
解

を
求
め
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、各

議
員
の
主
な
質
問
の
一
部
と
、

そ
れ
に
対
す
る
市
の
見
解
を
紹

介
し
ま
す
。

　

な
お
、詳
し
く
は
八
潮
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
会
中
継

（
録
画
）ま
た
は
８
月
下
旬
に

更
新
予
定
の
八
潮
市
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Ａ

Ａ

3

やしお市議会だより



18
番

篠
原
　
亮
太

12
番

大
泉
　
芳
行
　

11
番

土
屋
　
茂
樹

2
番

小
宮
　
弘
子

八
條
北
小
学
校
と

八
條
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

移
動
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
活
用
し
た

科
学
教
育
に
つ
い
て

希
望
す
る
す
べ
て
の
児
童
の
入
所
を

保
障
す
る
学
童
保
育
事
業
整
備
に
つ
い
て

6
番

小
倉
　
聖
彦

ワ
ク
ワ
ク
す
る
八
潮
市
を
目
指
し
て

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

本
市
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

13
番

池
谷
　
正

4

　

こ
れ
ま
で
市
で
は
、
保
育
施

設
整
備
及
び
利
用
定
員
を
大
幅

に
増
や
し
、
産
後
ケ
ア
事
業
等
に
つ

い
て
拡
充
し
、
子
育
て
支
援
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
選
ん
で
い

た
だ
け
る
街
、
住
み
続
け
た
い
街
と

し
て
歩
み
続
け
る
た
め
、
更
な
る
子

育
て
支
援
が
必
要
で
す
。

　

本
市
で
は
共
働
き
世
帯
が
増

え
る
中
、
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
大
幅
な
保
育
施
設
の
整
備

を
推
進
し
、
令
和
８
年
４
月
１
日
現

在
で
は
合
計
39
施
設
で
利
用
定
員
は

１
９
４
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保

育
施
設
で
は
民
間
施
設
が
約
９
割
を

占
め
る
状
況
と
な
り
、
保
育
園
協
会

と
連
携
を
図
り
保
育
環
境
の
充
実
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
産
後
ケ
ア
事
業

は
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
子
育
て
を

し
て
い
る
方
々
に
心
強
い
支
援
に
な

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
本
事

業
に
加
え
、
新
生
児
訪
問
、
産
婦
健

康
診
査
費
用
助
成
、
ホ
ー
ム
ス
タ
ー

ト
、
乳
房
ケ
ア
助
成
な
ど
の
メ
ニ
ュ

ー
も
ご
用
意
し
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
事
業
の
拡
充
を
求
め
る

声
が
あ
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
支
援

の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Q　

「
八
潮
市
学
校
適
正
配
置
指

針
・
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

（
答
申
）
」
と
付
帯
意
見
の
内
容
及

び
八
條
北
小
学
校
の
学
童
保
育
所
に

通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

見
直
し
後
の
「
八
潮
市
学
校

適
正
配
置
指
針
・
計
画
」
「
同

北
部
地
区
個
別
計
画
」
に
つ
い
て
は

適
当
と
の
「
答
申
」
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
７
項
目
の
付
帯
意
見
の
内

「
北
部
地
区
個
別
計
画
」
に
関
す
る

も
の
は
５
項
目
で
、
主
な
内
容
は

「
統
合
を
計
画
通
り
進
め
る
・
児
童

生
徒
の
心
理
面
へ
の
配
慮
・
交
流
を

十
分
に
図
り
統
合
後
の
円
滑
な
学
校

生
活
を
確
保
す
る
・
丁
寧
な
情
報
提

供
に
努
め
る
・
教
育
内
容
や
運
営
体

制
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
」
な
ど
で

す
。
頂
い
た
意
見
に
沿
っ
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

学
童
保
育
所
を
利
用
し
て
い
る
児

童
に
は
、
「
は
ち
じ
ょ
う
学
童
保
育

所
」
を
利
用
し
て
頂
く
予
定
で
す
。

「
は
ち
じ
ょ
う
学
童
保
育
所
」
は
定

員
を
拡
充
し
、
受
け
入
れ
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
お
り
、
高
学
年
の
児
童

も
引
き
続
き
利
用
可
能
と
し
て
い
き

ま
す
。

Q

　

近
年
の
犯
罪
認
知
件
数
は
令

和
５
年
の
１
０
２
５
件
か
ら
令

和
６
年
に
７
８
８
件
と
減
っ
た
も
の

の
、
令
和
７
年
に
は
８
８
３
件
と
増

え
、
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
盗
難

は
令
和
７
年
で
は
前
年
の
２
倍
以
上

と
増
え
て
い
る
。
①
増
加
に
転
じ
た

原
因
と
傾
向
を
ど
う
分
析
し
て
い
る

か
②
急
増
す
る
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ

イ
・
自
転
車
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

①
犯
罪
認
知
件
数
全
体
で
令

和
７
年
は
令
和
６
年
と
比
較
し

95
件
増
加
し
、
主
に
オ
ー
ト
バ
イ
盗

と
自
動
車
盗
の
増
加
が
あ
る
。
自
転

車
盗
で
は
令
和
５
年
の
４
１
２
件
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

オ
ー
ト
バ
イ
盗
で
は
令
和
５
年
が
６

件
、
令
和
６
年
が
20
件
、
令
和
７
年

が
44
件
。
自
動
車
盗
で
は
令
和
５
年

が
23
件
、
令
和
６
年
が
10
件
、
令
和

７
年
が
25
件
と
な
り
、
は
っ
き
り
と

し
た
傾
向
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

②
各
種
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

に
お
い
て
自
転
車
等
の
施
錠
に
利
用

で
き
る
チ
ェ
ー
ン
の
配
布
、
ま
た
、

夜
間
で
も
目
立
つ
蛍
光
反
射
材
を
使

用
し
た
注
意
喚
起
看
板
を
設
置
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。

Q

　

移
動
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
が
宇
宙

や
自
然
科
学
に
親
し
む
取
り
組
み
が

各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
育
館

等
で
も
実
施
可
能
で
、
理
科
学
習
へ

の
関
心
を
高
め
る
機
会
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
移
動
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
を
活
用
し
た
特
別
授
業
の
導
入
お

よ
び
、
大
学
や
研
究
機
関
、
民
間
事

業
者
等
と
連
携
し
た
科
学
教
育
の
推

進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

　

移
動
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

活
用
し
た
特
別
授
業
は
、
臨
場

感
の
あ
る
星
空
や
宇
宙
の
広
が
り
を

体
感
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
興

味
や
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

大
変
有
効
な
手
法
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
八
條
公
民
館
で
移
動
式

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
ジ
ョ
イ
ス
タ
特
別
授
業
で

計
画
し
た
も
の
の
予
算
面
か
ら
実
施

を
見
送
り
ま
し
た
。
来
年
度
に
向
け

て
、
再
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
と
し
ま
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が

多
様
な
視
点
か
ら
深
く
学
べ
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Q

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

　

本
市
は
人
口
が
増
え
、
子
育

て
世
代
も
多
く
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
「
結
婚
を
す
る
の
で

引
っ
越
し
ま
す
」
「
休
日
は
家
族
で

市
外
へ
出
か
け
ま
す
」
「
高
齢
者
が

気
軽
に
集
え
る
場
所
が
少
な
い
の
だ

よ
」
「
桜
を
楽
し
め
る
場
所
は
あ
ま

り
な
い
ね
」
「
自
由
に
ボ
ー
ル
遊
び

で
き
る
場
所
が
ほ
し
い
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
ま
す
。
住
む
だ
け
の
ま

ち
で
は
な
く
、
住
ん
で
い
て
楽
し
い

ま
ち
、
週
末
が
楽
し
み
な
ま
ち
を
目

指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
大

原
公
園
野
球
場
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

開
放
を
含
め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
ボ
ー
ル
遊
び
の
で
き
る
新
た
な

場
所
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

　

大
原
公
園
野
球
場
開
放
に
つ

き
ま
し
て
は
、
利
用
者
の
ト
ラ

ブ
ル
対
応
等
に
人
員
を
配
置
す
る
な

ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
難
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q

Ａ

　

小
学
校
低
学
年
を
中
心
に
、

放
課
後
、
子
ど
も
が
安
心
し
て

過
ご
す
場
と
し
て
の
学
童
保
育
所
へ

の
入
所
希
望
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

制
度
上
、
本
市
は
希
望
す
る
す
べ
て

の
子
ど
も
の
入
所
を
受
け
入
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は

実
現
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
以

下
、
伺
い
ま
す
。

　

①
令
和
８
年
度
の
入
所
希
望
者
と

入
所
決
定
者
数

　

②
入
所
で
き
な
か
っ
た
児
童
・
保

護
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

③
希
望
者
全
員
入
所
で
き
る
体
制

整
備
に
つ
い
て

　

①
入
所
申
請
件
数
は
１
０
５

１
件
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
入
所

決
定
者
数
は
９
９
８
人
で
し
た
。

　

②
入
所
が
可
能
な
他
の
学
童
保
育

所
へ
の
入
所
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま

し
た
。

　

③
令
和
８
年
度
に
は
新
た
に
「
し

お
ど
め
学
童
保
育
所
」
「
お
お
そ
ね

学
童
保
育
所
」
「
な
か
が
わ
学
童
保

育
所
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
は
ち
じ
ょ
う
学
童
保
育

所
」
は
１
ク
ラ
ス
30
人
か
ら
２
ク
ラ

ス
60
人
へ
と
定
員
を
拡
充
し
整
備
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

Q

Ａ

令和8年（２０26年）8月


